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生徒の様子
情報を得る手段はインターネットのみ

一つのサイトから、個人的なブログから情報を集めている

インターネットの情報をそのまま読むだけ

インターネットに依存し、他のメディアを使えていない



生徒の様子

インターネットの問題点を知ってはいる

どれが正しい情報なのか選ぶことができていない

正しい情報をうまく使えていない

ICTを適切に選択・活用し、

表現できる生徒の育成



目指す生徒の姿

インターネットだけでなく、

他のメディアも併せて使うことで

正しく人に情報を伝える姿



仮説と手だて
仮説１

調べたいと思う意欲をもたせつつ、インターネットだけでは調べる
ことが難しい内容のものを調べさせることにより、他のメディアに目
が向き、よさを実感することができるだろう

手だて１

理科の学習と関連のある、身近な現象を追究する活動をすることに
よって

仮説２

参考となる表現や、伝わりやすい構成などを知ることで、自分に
合った表現の仕方を取り入れ、活用しようとするだろう

手だて２

表現の上手な生徒のよさを共有し、伝え合うことによって



抽出生徒

Aについて

様々なサイトを比較していたが、うまく情報が得

られなかった。上手に相手に伝えることができなかった

→他のメディアに目を向け、良さを実感し、それらを活用
して人に伝わりやすい発表ができるようになってほしい

Ｂについて

インターネットの文をそのまま使っている。インター
ネットで情報が得られないとあきらめてしまう

→正しい情報を得る必要性を感じ、人に正しく伝えられる
ようになってほしい



仮説１ 手だて１の検証

学習内容は「電子」や「放射線」

インターネット上では非常に説明が難しいので、

まとめるのに苦労はするが意欲は続く

他のメディアに目が向く

理科「電流の正体」

















仮説２ 手だて２の検証

総合的な学習の発表

それぞれの表現の仕方のよい部分を表出

自分に合った表現の仕方を見つける



Ａのワークシート

Ｂのワークシート





















成果

理科の学習と関連のある、身近な現象を追究
する活動をすることによって、調べたいとい
う意欲をもたせ、他のメディアのよさを実感
することができた

表現の上手な生徒のよさを共有し、伝え合う
ことによって、自分に合った表現の仕方を取
り入れ、活用することができた



課題

内容が難しいから本を使うというＢに正しい情
報が大切だということを実感させられなかった

インターネット以外に身近なメディアは本しか
なく、それ以外のメディアに触れることができ
なかった



ありがとうございました


